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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第77期

第１四半期
累計期間

第78期
第１四半期
累計期間

第77期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 81,416 94,783 366,341

経常利益 （千円） 1,571 23,101 55,461

四半期（当期）純利益 （千円） 35,654 26,163 54,755

持分法を適用した場合の投資損失

（△）
（千円） － △2,875 △32,542

資本金 （千円） 883,300 883,300 883,300

発行済株式総数 （千株） 17,666 17,666 17,666

純資産額 （千円） 843,813 890,851 863,131

総資産額 （千円） 1,434,711 1,486,030 1,466,435

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 2.03 1.49 3.11

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 58.8 59.9 58.9

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策及び日銀の金融政策などにより、緩やかな回復

基調の動きが見られるものの、消費税増税に伴う物価の上昇、ガソリン価格の高騰や電気料金の値上がりなど消

費活動を抑制する要因も加わり、先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社が事業の主体をおく競輪業界におきましても、トップ選手の選手会退会騒動に端を発した出場自粛問題

や、車券売上高の減少傾向に歯止めがかからないなど、依然として厳しい状況が続いております。

このような状況のもと、当社は各サテライトの更なる効率的な管理・運営に努め増収を図ってまいりました。

当社の業務受託先であるサテライト横浜においては、投票機器の更新を行い、これまでの３場発売から４場発売

を実現しております。また、昨年６月に営業を再開したサテライトかしまは、業務委託先を通して積極的に宣伝

広告・ファンサービス等を行い順調に推移しております。

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は９千４百万円(前年同四半期　売上高８千１百万円)となりまし

た。営業利益は２千３百万円(前年同四半期　営業利益76万円)、経常利益は２千３百万円(前年同四半期　経常

利益１百万円)、四半期純利益はサテライトかしま運営協議会からの受取設備負担金５百万円を特別利益に計上

し、２千６百万円（前年同四半期　四半期純利益３千５百万円）となりました。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,666,000 17,666,000
東京証券取引所市場第二

部

権利内容に何

ら限定のない

当社における

標準となる株

式であり、単

元株式数は

1,000株であり

ます。

計 17,666,000 17,666,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 17,666,000 － 883,300 　－ 　399,649

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載する事ができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　　85,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　17,448,000 17,448 －

単元未満株式 普通株式　　　133,000 － －

発行済株式総数 17,666,000 － －

総株主の議決権 － 17,448 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　花月園観光株式会社
横浜市中区桜木町三丁目

７番２号
85,000 － 85,000 0.48

計 － 85,000 － 85,000 0.48

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成26年４月１日から平成26

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 54,283 78,146

売掛金 66,538 89,487

短期貸付金 40,000 25,000

未収入金 40,969 6,978

立替金 6,639 12,697

その他 1,320 1,243

流動資産合計 209,752 213,553

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 331,326 327,442

構築物（純額） 19,071 18,759

機械及び装置（純額） 398 370

車両運搬具（純額） 38 38

工具、器具及び備品（純額） 2,598 11,492

リース資産（純額） 131,122 125,582

土地 443,206 443,206

有形固定資産合計 927,764 926,893

無形固定資産 10,885 10,224

投資その他の資産 ※ 318,032 ※ 335,359

固定資産合計 1,256,682 1,272,476

資産合計 1,466,435 1,486,030
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

1年内返済予定の長期借入金 46,200 46,200

リース債務 50,932 51,115

未払金 12,755 11,608

その他 11,191 24,802

流動負債合計 121,079 133,725

固定負債   

長期借入金 160,150 148,600

リース債務 128,060 115,193

繰延税金負債 21,530 22,395

退職給付引当金 22,558 22,558

負ののれん 14,925 13,883

長期預り金 130,000 130,000

その他 5,000 8,821

固定負債合計 482,224 461,453

負債合計 603,304 595,179

純資産の部   

株主資本   

資本金 883,300 883,300

資本剰余金 399,649 399,649

利益剰余金 △420,828 △394,664

自己株式 △10,378 △10,408

株主資本合計 851,743 877,876

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 11,388 12,974

評価・換算差額等合計 11,388 12,974

純資産合計 863,131 890,851

負債純資産合計 1,466,435 1,486,030
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 81,416 94,783

売上原価 13,968 15,132

売上総利益 67,448 79,650

販売費及び一般管理費 66,684 55,825

営業利益 763 23,825

営業外収益   

受取利息 1,506 1,416

受取配当金 671 749

負ののれん償却額 1,041 1,041

その他 346 38

営業外収益合計 3,565 3,246

営業外費用   

支払利息 2,631 3,845

その他 124 124

営業外費用合計 2,756 3,970

経常利益 1,571 23,101

特別利益   

受取補償金 ※ 36,444 -

受取設備負担金 - 5,131

特別利益合計 36,444 5,131

税引前四半期純利益 38,016 28,233

法人税、住民税及び事業税 2,362 2,069

法人税等合計 2,362 2,069

四半期純利益 35,654 26,163
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前事業年度

（平成26年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成26年６月30日）

投資その他の資産 30,000千円 30,000千円

 

（四半期損益計算書関係）

※　受取補償金の内訳

 
前第１四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

サテライトかしまに関する東京電力㈱

からの営業損害補償金

36,444千円 －

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれん償却額及び負ののれん償却

額は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費 5,168千円 10,499千円

のれん償却額 558千円 558千円

負ののれん償却額 1,041千円 1,041千円

 

（持分法損益等）

 
前事業年度

（平成26年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成26年６月30日）

関連会社に対する投資の金額 － －

持分法を適用した場合の投資の金額 － －
 

 
前第１四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

持分法を適用した場合の投資損失の金額（△） － △2,875千円

（注）１．前事業年度において関連会社の長期貸付金に対する貸倒引当金30,000千円を計上しております。

２．前事業年度及び前第１四半期累計期間は、損益等からみて重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、競輪関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2円03銭 1円49銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 35,654 26,163

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額 　

（千円）
35,654 26,163

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,584 17,580

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成26年８月12日

花月園観光株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野島　　透　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　叙男　　印

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている花月園観光株式

会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第78期事業年度の第１四半期会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、花月園観光株式会社の平成26年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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